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町
屋
敷
越
前
屋
は
、
平
成
　
年
に

２７

市
が
土
地
を
購
入
し
、
建
物
に
つ
い

て
は
所
有
者
よ
り
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
明
治
の
初
期
に
建
て
ら
れ
た

建
物
は
、
間
口
が
４
間
（
約
７
・
３

ｍ
）
、
奥
行
き
が
　
間
（
約
　
・
５
ｍ
）

２５

４５

と
非
常
に
大
き
な
町
屋
で
す
。
ま
た
、

新
町
の
通
り
に
面
し
た
主
屋
の
一
部

分
は
、
平
成
　
年
　
月
に
国
の
登
録

１９

１０

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、
近
隣
の

登
録
有
形
文
化
財
２
軒
、
市
の
指
定

文
化
財
１
軒
と
と
も
に
、
往
時
の
町

並
み
の
様
子
を
伝
え
る
重
要
な
歴
史

的
建
造
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
修
工
事
は
、
施
設
の
耐

震
化
と
と
も
に
、
歴
史
的
な
建
造
物

と
し
て
当
時
の
様
子
が
伺
え
る
よ

う
、
出
来
る
限
り
再
現
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は

商
家
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
建
物
で

す
が
、
昭
和
に
入
り
、
時
代
の
流
れ

と
と
も
に
手
が
加
え
ら
れ
て
き
た
も

の
を
建
築
当
初
の
姿
に
戻
す
た
め
、

柱
や
梁
、
天
井
の
部
材
な
ど
、
耐
震

に
影
響
が
な
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
活

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
工
事

に
よ
り
取
り
払
い
が
必
要
に
な
っ
た

壁
や
正
面
の
格
子
も
、
建
築
当
初
の

▲１１月１日に竣工した町屋敷越前屋。１１月２日のオープニングイベントから多くの人が訪れています。

　
　
月
1
日
（
金
）
に
「
郡
上
八
幡
　
 町
  屋
  敷
 越
前
屋
（
以
下
「
町
屋
敷

ま
ち
 
や
 
し
き

11

越
前
屋
」
）
」
が
竣
工
し
ま
し
た
。
町
屋
敷
越
前
屋
は
、
八
幡
市
街
地
の
中

心
で
あ
る
新
町
に
位
置
し
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
4
軒
の
建
物
が
連
な

る
一
角
に
あ
り
、
古
い
町
並
み
を
形
づ
く
る
重
要
な
建
物
で
す
。
今
月
号

で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
市
が
復
原
し
た
町
屋
敷
越
前
屋
の
概

要
や
、
活
用
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
月
１
日
に
竣
工

１１　
市
で
は
、
古
い
町
並
み
の
保
全
や
、

持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
役
立
て
る
た
め
、
町
屋
敷
越
前
屋

の
活
用
に
向
け
た
調
査
や
基
本
構
想

の
策
定
を
平
成
　
年
度
か
ら
進
め
、

２８

平
成
　
年
度
か
ら
は
、
改
修
の
設
計

３０

や
工
事
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
今

年
９
月
に
工
事
が
完
了
し
、
　

月
１

１１

日
に
関
係
者
出
席
の
も
と
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
翌
　
月
２
日
か
ら

１１

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
（
詳
細
は
４
頁
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。「
郡
上
八
幡
　
町
屋
敷
越

前
屋
」
と
い
う
名
称
は
、
以
前
か
ら

広
く
親
し
ま
れ
て
い
る
屋
号
の
「
越

前
屋
」
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
城
下
町

郡
上
八
幡
の
生
活
や
文
化
の
記
憶
を

将
来
に
わ
た
っ
て
残
し
、
歴
史
が
息

づ
い
て
い
る
町
と
し
て
の
発
展
を
願

い
名
付
け
た
も
の
で
す
。

重
要
な
歴
史
的
建
造
物

建
築
当
時
の
価
値
を
再
現
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痕
跡
を
探
り
、
そ
の
色
あ
い
の
再
現

に
努
め
て
い
ま
す
。
建
物
の
最
奥
部

に
２
つ
あ
る
蔵
（
土
蔵
）
に
つ
い
て

も
、
老
朽
化
が
著
し
い
箇
所
な
ど
あ

り
ま
し
た
が
、
蔵
が
持
つ
雰
囲
気
や

構
造
、
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
改

修
を
し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
、

土
地
の
購
入
を
含
め
、
２
億
１
４
５

万
２
千
円
。
財
源
に
は
、
国
土
交
通

省
の
空
き
家
対
策
総
合
支
援
事
業
補

助
金
７
埀

５
７
６
万
５
千
円
（
補
助
対

象
経
費
の
２
分
の
１
）
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

中庭

地
域
の
活
性
化
に
活
用

　
町
屋
敷
越
前
屋
は
、
市
民
や
観
光

客
な
ど
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
見
学

を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
屋
の

暮
ら
し
ぶ
り
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
郡
上
の
地
域
資
源
を
生
か

し
た
も
の
づ
く
り
や
、
市
街
地
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
な
ど
、
ま
ち

づ
く
り
や
観
光
な
ど
の
地
域
資
源
と

し
て
も
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
開
館
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時
（
利
用
予
約
時
は
午
後
　
時
）

１０

ま
で
、
休
館
日
は
、
年
末
年
始
の
　２９

日
か
ら
３
日
ま
で
と
、
毎
週
木
曜
日
、

そ
し
て
祝
日
の
翌
日
と
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

会
議
な
ど
利
用
予
約
は
、
市
長
公
室

政
策
推
進
課
（
　
・
１
８
４
４
）
ま

６７

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

土間（多目的スペース）１階和室（奥の間）

中庭赤ちゃんの駅（外観）

土蔵（奥の蔵外観）土蔵（奥の蔵内観）

イベントスペース（蔵庭、奥庭）2階和室（中座敷、脇座敷）
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市
で
は
、
町
屋
敷
越
前
屋
の
竣
工
に
あ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
八
幡
市
街
地
ま
ち

づ
く
り
会
議
が
企
画
し
、
「
ま
ち
や
し
き
文
化
祭
」
と
銘
打
ち

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
多
く
の
人
が
訪
れ
た

期
間
中
の
様
子
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

１１

１．オープン初日から多くの人が来館（土

間でのものづくりの展示）　２．なごみ会の

みなさんによる呈茶でおもてなし　３．  お

母さんの手仕事を子どもたちが体験した

「ハハノテシゴト」　４．着物の着方を見て

いただく「着付けミニミニショー」　５．郡

上八幡の歴史を辿る写真展　６．市内7事業

所が出展した企画展「郡上のものづくりを

紐解く」　７．郡上本染め職人の渡辺一吉さ

んによる藍染め手ぬぐいづくり体験（蔵庭

にて）

　城下町
●　
　プラザ

●流響の里

●

八幡
信用金庫

●

●

大垣共立
銀行

旧庁舎
記念館

やなか
水のこみち

新町商店街

宮
ヶ
瀬
橋

新
橋

至
八幡城

橋本町
商店街

越前屋

P P

小
駄
良
川

吉田川

町屋敷越前屋

位置図

３３ ２２

５５ ４４

７７ ６６
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市
で
は
、
町
屋
敷
越
前
屋
の
管
理
業

務
を
八
幡
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
会
議
に

委
託
し
て
い
ま
す
。
施
設
２
階
の
一
角

に
管
理
事
務
室
を
設
け
、
事
務
局
員
が

常
駐
し
、
日
々
の
管
理
業
務
を
行
う
傍

ら
、
地
域
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
に
つ
い
て
も
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
建
物
は
、
一
階
入
り
口
に
土
間
が
あ

り
、
土
間
に
並
ん
で
帳
場
や
和
室
、
さ

ら
に
は
中
庭
、
土
蔵
へ
と
続
い
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
特
有
の
構
造
を
う
ま
く

生
か
し
な
が
ら
、
建
物
の
価
値
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
新
町
発
展
会
会
長
の
 岸
山
  孝
和
 さ
ん

き
し
や
ま
 
た
か
か
ず

は
、「
地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
多
く
の
人
が
関
心
を

寄
せ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
地
元
の
み

な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
市
で
は
、
町
屋
敷
越
前
屋
に
つ
い

て
、
町
の
魅
力
や
町
屋
の
暮
ら
し
を
Ｐ

Ｒ
す
る
ほ
か
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
工
房
と
し
て

の
使
用
、
観
光
客
の
お
も
て
な
し
に
つ

な
が
る
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
持
た

せ
な
が
ら
、
集
会
所
や
サ
ロ
ン
と
し
て

の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
有
益
な
施

設
運
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　新町は、八幡市街地のメインストリートにあり

ます。町屋敷越前屋がオープンしたことで、新し

い人の流れができ、商店街が活気づくことを期待

しています。そして、郡上八幡の魅力のベースと

なっている「日々の暮らし」の価値を、町屋敷越

前屋からみんなで発信していきたいと思います。

この価値を多くの人に伝えることで、ものづくり

や文化活動のチャンスが広がり、チャンレンジの

連鎖が生まれると思います。

有
益
な
施
設
運
用
を

　
　
　
　
　
　
進
め
ま
す

　町屋敷越前屋は、市民のみなさんはもちろん、

観光客を含めて多くの人が気軽に立ち寄れる「よ

りどころ」になることを期待しています。まちづ

くり会議としても、ものづくり文化の発信や、ま

ちを元気にしようとする人の後押しをしていきた

いです。建物の価値に注目が集まるだけでなく、

まちづくりの活動にみなさんが関心を持ち、そし

て自ら行動する人が増えるよう、この施設を生か

していければと考えています。


